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 現在、地方分権の進展や行政サービスのさらなる広域化・高度化に対応するため、多様な選択

肢の中から各市町村が最も適した仕組みを選択していく時代となっており、それぞれの地域の現

状や将来動向を踏まえ、どのような広域連携を図っていくかが大きな課題となっています。 

また、平成 23年 8月 1 日に施行された「地方自治法の一部を改正する法律」において、地方公

共団体における事務の共同処理の新しい仕組みとして「内部組織の共同設置」が追加されるなど、

新しい広域連携のあり方も出てきています。 

このように将来を見据えた広域連携のあり方を検討することが求められてきている今、制度的

により簡便な「協議会」、「機関等の共同設置」及び「事務の委託」、といった機能的な共同処理方

式についても、組合方式と並び立つもう１つの大きな選択肢として、改めて検討していく動きが

出てきています。 

そこで、第 12 回都市政策研究交流会においては、「都市自治体の広域連携における機能的な共

同処理方式のあり方について」をテーマとして、共同処理方式の動向や事例について学識者及び

都市自治体職員の方々にお話いただきます。 

 

＜プログラム＞ 

13:30～13:35 開会  

13:35～14:15 基調講演 野本 祐二 筑波大学図書館情報メディア系 准教授 

「都市自治体の広域連携における機能的な共同処理方式の動向と

活用可能性について」 

14:15～14:25 （質疑応答）  

14:25～14:55 事例報告① 大阪府池田市 

「改正地方自治法に基づく内部組織の共同設置を活用した取組み

について」 

14:55～15:05 （質疑応答）  

15:05～15:15 休憩  

15:15～15:45 事例報告② 神奈川県横須賀市 

「協議会方式による消防通信指令事務の共同運用について」 

15:45～15:55 （質疑応答）  

15:55～16:00 

16:00～16:30 

 

閉会 

交流 

 

※会場内でご自由にご歓談ください。 

当日は出席者名簿を配布いたします。ご希望の場合は、事務局で 

お呼び出し等も行いますので、事務局までお知らせ下さい。 

※定員は先着順で２５０名までとしております。募集人数に達したら締め切らせていただきます。 

第１２回都市政策研究交流会 「都市自治体の広域連携における 
機能的な共同処理方式のあり方について」開催のご案内 

日時：平成24年8月8日（水）13:30～16:30 場所：日本都市センター会館 ３階「コスモスⅠ」 
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「第 12 回都市政策研究交流会（H24.8.8(水)）」参加申込書 

 

    下記にご記入の上、ＦＡＸにてお申し込みください。【ＦＡＸ：０３－３２６３－４０５９】 

なお、参加証などはお送りいたしません。当日は本状をご持参いただき、受付にてご提示 

願います。 

 

 

【送信票不要】 

（公財）日本都市センター研究室 行き  [平成２４年７月３０日（月）締め切り] 

 

団体名  電話番号  

（都道府県名） （        都 道 府 県） ＦＡＸ番号  

 

ふ り が な 

所 属 ・ 職 名 
参 加 者 氏 名 

1 

  

 

2 

  

 

3 

  

 

  

 

 

【会場のご案内】 

 

 交通アクセス 

  

■東京メトロ 有楽町線 

「麹町駅」半蔵門方面出口より徒歩 4分 

■東京メトロ 有楽町線・半蔵門線 

「永田町駅」4番・5番出口より徒歩 4分 

■東京メトロ 南北線 

「永田町駅」9番出口より徒歩 3分 

■東京メトロ 丸の内線・銀座線 

「赤坂見附駅」より徒歩 8分 

■ＪＲ中央線 

「四谷駅」麹町出口より徒歩 14 分 

 


